
D アルブミン製剤の使用量について薬事・食品衛生審議会

平成 21年度第 1回血液事業部会適正使用調査会                  E 
「輸血療法の実施に関する指針」及び 「血液製剤の使用指針」の一部改正につい

て (通知 )
議事次第

F 血液製剤使用適正化方策調査研究事業に係る企画書募集要領
G 自己血輸血の指針 改訂版 (案)のねらい

平成 21年 7月 9日 (木)14時 ～ 16時
1         於 :は あといん乃木坂フルニ

'レ

                 参考 1 2008年輸血業務 ,血液製剤年間使用量調査報告一小規模病院における輸血管

理体制と適正使用状況に関する解析― :概要 (日 本輸血細胞治療学会提出資料 )
夕
        参考 2 26o8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査報告―小規模病院における輸血管

理体制と適正使用状況に関する解析=(日 本輸血細胞治療学会提出資料 )
議  事

参考 3 平成 17年度血液製剤使用実態調査結果 (中間報告)の概況 (平成 18年 11
月 30日 公表)1 座長の選任について

2 前回の議事要旨について
3 2008年輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告について (日 本輸

血 ,細胞治療学会 )

4 血漿成分製斉」(新鮮凍結血漿)の使用量について
5 アルブミン製斉」の使用量について
6 「輸血療法の実施に関する指針」及び 「血液製斉1の使用指針」の一部改正 (平成
21年 2月 )について
7 平成 21年度血液製剤適正化方策調査研究事業について
8 自己血輸血の指針の改定 (案)について
9 その他

資  料

A 平成 18年度第 1回血液事業部会適正使用調査会議事要旨 (案)               、

B-1 「2008年輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書」の概要
B-2 「2008年輸血業務 。輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書」データ

集

B-3 輸血に関する総合アンケー ト調査報告 (日 本輸血・細胞治療学会提出資料)
B-4 2008年輸血業務 。輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書 :比較 。解

析 (日 本輸血・細胞治療学会提出資料)

C-1 血漿製剤の規格変更に伴 う使用量について
C-2 新鮮凍結血漿の容量変更に関するお知らせ分の発行及び配布状況 (日 本赤十
字社提出資料 )



なされた:

平成 18年度第 1回血液事業部会適正使用調査会議事要旨 (案 )

日 時 :平成 18年 11月 30日 (木)10:00～
場 所 :はあといん乃木坂 B¬ F「 フルール」
出席者 :高橋座長

飯沼、稲田、川口、河野、清水、自幡、高松、花岡、堀内、三谷、各

委員

(事務局)

関課長、植村企画官、武末補佐、藤井需給専門官、他

議 題 :1 前回の議事要旨について
2 平成¬7年度血液製剤使用実態調査結果 (中間報告)について
3 合同輸血療法委員会事業の今後の推進について
4 輸血療法に関する指針、自己血輸血指針改定 (案)について

議題 1について

議事要旨に関する意見については、事務局まで連絡することとされた。

議題 2について

事務局より平成 17年度血液製剤使用実態調査結果 (中間報告)の概況につ
いて説明後、下記のような意見が出された。

○ 血液製剤使用実態調査については、いろいろ限界があるかもしれないが、な

′   るぺく参考になる数字を端的に出して、各地域での適正使用が進むような基
礎資料になればよい。

議題 3に ついて

事務局より合同輸血療法委員会事業の概要について説明後、下記のような意

見が出された。

○ 輸血療法委員会の設置状況について、300床以上の医療機関では大体 9割
くらい設置されているが、その内容について、どこまで確実なものになつて

いるかわからないため、その内容を深めるために合同輸血療法委員会を活性

化し、各医療機関での取組みを強めていただくというのがよい。  1

議題 4に ついて

日本輸血学会自己血ガイドライン改言T小委員会でとりまとめられ事務局に提

出された自己血輸血に関する基準等について、事務局より説明後、質疑応答が



「2008年輸血業務 。輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書」の概要
―平成 17年度血液製剤使用実態調査と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査との比

較― :概要

1 2008年輸血業務・血液製剤年間使用量の全国調査を行った。全国 7857施設に配布し、
3208施設(4083%)か ら回答が得られ、その内容を、平成 17年度血液製剤使用実態調

査結果と比較した (図 1)。

H 血液製斉」使用実態調査関係 (平成 17年度との比較を含む)
1 血液製斉U使用量
① 血液製剤ごとの施設規模別使用量について (図 2)
' 日 各血液製剤とも施設規模が大きくなるにつれて使用量は増加していた。
赤血球製斉」と免疫グロブリン製剤は平成 17年度とほぼ同量使用されてい

た。血小板製剤の使用は平成 17年度の 27倍に増加していた。特に500

床以上の大規模病院においては 3倍に増加していた。逆に新鮮凍結血漿

とアルブミン製剤の使用は減少しており、新鮮凍結血漿は半分以下に、

アルブミン製剤は 168%の減少がみられた (図 2b)。

② 都道府県別血液製剤使用実態 :1病床数あたりの血液使用量 (単位)
■ 赤血球製剤(図 3)
千葉県が最も多く(6.9単位)、 東京都、沖縄県の順で、千葉県は平均(42

単位)の 165倍であつた。平成 17年度と比較して使用量が最も増えてい

たのは山梨県であり、26都道府県は減少していた。

■ 新鮮凍結血漿(図 41
新鮮凍結血漿も千葉県が最も使用量が多く(49単 0、 沖縄県、東京都の

順番で、最も少ないのは佐賀県であり(106単位)、 その比は 46倍であつ

た。使用量の増減では、山梨県(大分県、栃木県で増カロしており、逆に

官城県、秋田県、香川県では減少していた。

■ 血小板製剤(図 5)
平成 17年度と同じく広島県で使用量が多く、最も少ない高知県の9倍に

も達していた。使用量の増減では、新潟県、茨城県、熊本県で増加して

おり、秋田県、岩手県、宮城県では減少していた。

■ アルブミン製剤(図 6)
熊本県で最も使用量が多く(509g)、 最も少ない岩手県(945g)の 54倍で

あった。平成 17年度と比較して使用量が増加している県は 7県のみであ

った (徳島県、島根県、長崎県、栃木県、茨城県、大分県、高知県)。

■ 免疫グロブリン製剤(図 7)
免疫グロブリン製剤は新潟県と沖縄県で使用が多く、高知県と大分県で

少なかった。増減でみても、新潟県と沖縄県で増加していた。

Ⅲ医療機関の輸血管理体制 (病床規模別)                  ヽ

1 輸血業務の一元管理 (図 8)
■ 全施設の 7430/。において輸血業務の一元管理がなされており、平成 17年
度の 472%と 比較して、大きく増加していた。500床以上の大規模施設で

は 957%に 達していた。

2 アルブミン製剤の使用状況の把握 (図 9)
日 輸血管理料の条件にアルブミン製斉」の使用状況を輸血部門が把握してい
ることが挙げられたために、大きく増加し、平成 17年度の 2倍以上の

673%に 達していた。この傾向はすべての規模の施設でみられた。 
´

`

3 輸血責任医師の任命状況 (図 10)
■ 専任の輸血責任医師の任命施設は、大規模病院では 30%以上(34,4%)でみ
られるが、兼任の責任医師の任命施設が多く、中規模以上の施設におい

て著明であつた。小規模施設では専任および兼任の輸血責任医師を任命

している施設はほぼ半数(5320/0)で あった              ｀

4 輸血責任臨床検査技師の配置 (図 11)
■ 輸血責任臨床検査技師の配置された施設は大きく増加し、中規模施設以
上では95%以上に達していた。小規模施設では 77.6%で配置されていた。

5 輸血検査の 24時間体制 (図 12)
■ 臨床検査技師による輸血検査の24時間体制は全体の826%の施設で実施
されており、平成 17年度と比較して約 20ポイントも上昇している。 し
かし、小規模施設では、ほとんどが検査技師によるオンコータレ体制であ

り、日当直体制がとれているのは 97%であった。

6 輸血療法委員会の設置 (図 13)
■ 輸血療法委員会は中規模施設以上では、ほとんどの施設で設置されてい
たが、小規模施設では 650%であつた。全体では平成 17年度の49,9%か

ら730%に 増カロしていた。

7 適正輸血への取り組み (図 14)
■ 適正輸血について輸血療法委員会で検討し、病院全体で取り組んでいる
施設は 443%で あった。特に小規模施設で少なかつた(367%)。

8 輸血の「指針」の遵守体制 (図 15)
9 輸血後感染症検査 (図 16)
目 指針の遵守と輸血後感染症検査の実施施設は、平成 17年度の21,7%か ら
283%に 増加していた。
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2008年輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書

平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較報告書

データ集 ①

日本輸血・細胞治療学会
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図2c病床数あたりの血液製剤使用量
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図3a都道府県別濃厚赤血球使用量(1床当たりの単位数)

平成17年 濃厚赤血球使用量の多い順
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図3b都道府県別濃厚赤血球使用量(1床当たりの単位数)

2008年 濃厚赤血球使用量の多い順
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図3c都道府県別濃厚赤血球使用量(1床当たりの単位数)
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図3d都道府県別濃厚赤血球使用量(1床当たりの単位数)
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図 4a都道府県別新鮮凍結血漿使用量(1床当たりの単位数)

平成17年 新鮮凍結血漿使用量の多い順
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図 4b都道府県別新鮮凍結血漿使用量(1床当たりの単位数)

2008年 新鮮凍結血漿使用量の多い順
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図4c都道府県別新鮮凍結血漿使用量(1床当たりの単位数)

新鮮凍結血漿使用量 年度比較―増減
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図 5b都道府県別血小板製剤使用量 (1床当たりの単位数 )
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図 ,c都道府県別血小板製剤使用量(1床当たりの単位数)

血小板濃厚液使用量 年度比較=増減
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図「d都道府県別血小板製剤使用量(1床当たりの単位数)
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図 6a都道府県別アルブミン製剤使用量(1床当たりの単位数)

平成17年 アリレブミン製剤使用量の多い順
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図 6b都道府県別アルブミン製剤使用量(1床当たりの単位数)

2008年 アリレブミン製剤使用量の多い順
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図 6c都道府県別アルブミン製剤使用量(1床 当たりの単位数 )

アルプミン製剤使用量 年度比較―増減
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図 7b都道府県別免疫グロプリン製剤使用量(1床当たりの単位数)

′ 2008年 免疫グロプリン製剤使用量の多い順
800

700

600

500

製

震 400
1

300

200

100

000

副到月到冒善 副儒順 整儒目霊

図 7c都道府県別免疫グロプリン製剤使用量 (1床当たりの単位数)
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図7d都道府県別免疫グロプリン製剤使用量(1床当たりの単位数)

免疫グロプリン製剤使用量
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輸血管理体制の在り方
―輸血療法の実施に関する指針―

1。 輸血業務の一元管理

2.輸血責任医師の任命状況

3.輸血責任臨床検査技師の配置
4輸血検査の 24時間体制
5。 輸血療法委員会の設置

副到議博同司:



―元管理あり施設

図8輸血業務の一元管理
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図9アルブミン製剤の使用状況の把握
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輸血部がアルブミン製剤の使用状況を把握している施設



図lo輸血責任医師の任命状況

300～499床

平成17年

■～299床 500床以上

平成17年

図11輸血責任臨床検査技師の任命状況

500床以上300～499床1-299FR



図12輸血検査の24時間体制

図13輸血療法委員会の設置
輸血療法委員会設置施設

98.91



図14適正輸血への取り組み
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図15指針の遵守体制
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適正輸血について輸血療法委員会で検討し、病院全体で取り組んでいる施設

「指針」を院内に十分周知している施設



図16輸血後感染症検査
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輸血後感染症検査をほぼすべての症例で行つている施設



2008年輸血業務・輸血製剤年間使用量に関する総合的調査報告書

平成 17年度と2008年輸血業務口血液製剤年間使用量調査比較報告書

データ集 ②

【平成 17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査報告比較

平成 17年度調査票回答数 (集計対象数)

アンケー ト依頼施設数                     7952施 設
注)許可病床数 20床以上の医療施設 【平成 17年 9月 現在】

輸血業務・血液製剤年間使用量調査回答施設        5452施 設 (686%)
集計対象外施設                  829施 設 (10_4%)

(内訳)

使用病床数 2o床以下        810施 設
回答不備               19施 設

有効回答施設                  4623施 設 (581%)
血液製剤の使用実績無し              340施 設
血液製剤の使用実績有り             4283施 設 (53.9%)

2008年調査票回答数 (集計対象数 )
アンケー ト依頼施設数                     7857施 設
輸血業務・血液製剤年間使用量調査回答施設        3208施 設 (4083%)

内訳     Web 2161施 設 (6736%)
手書き lo47施設 (3264%)

有効回答施設                  3208施 設 (40_83%)
血液製剤の使用実績無し              373施 設
血液製剤の使用実績有り              2835施 設 (361%)

注意 平成17年度データは、厚生労働省集計データ【最終提出版】調査表1ガ s、調査表2_劇 s、 を使用しました。

日本輸血・細胞治療学会



1. 病床数を分類

【平成 17年】

【2008年】

2施設種別回答施設

【2008年】

【平成 17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

番号 項 目 答数 比率

1 0床
2 1床～20床未満
3 20床～100床未満 2580 5581%
4 100床～20Kl床未満 2254%
5 2∞ 床～3∞ 床未満 356 770%
300床 -400床未満 272 588%

7 4CXl床～5∞ 床未満 277%
500床 ～600床未満 100 216%
600床～700床未満 143%
700床～8CICl床 未満 045%
800床～90Cl床未満 041%
9∞ 床～1000床未満 028%
1000床以上 056%

合 計

番号 項 目 回答数 比率

1 0床 106%
l床～20床未満 069%
20床～100床未満 1105 34450/0
100床 ～200床未満 3083°/。

5 200床～300床未満 327 1019%
6 300床～4Clkl床未満 916%
7 4∞ 床～5∞ 床未満 480°/0
8 500床～6CICl床 未満 318%
9 600床 ～700床未満 259%
7CICl床 ～8∞ 床未満 087%
8∞ 床～9KXl床 未満 087%
9∞ 床～1000床未満 044%
10∞ 床以上 087%

合計 3208

平成 17年

番 号 項 目
0床 1-299床 3Clll～ 499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回 答 数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 タヒ11

1 国 229% 14000/0 22450/0 202 437%
公的医療機関 618 15540/0 45250/0 4367% 906 1960°/。
社会保険関連団体 133% 750% 245% 193%
医療法人関連団体 2484 6244% 1925°/o 776% 2580 5581%
個 人病 院 7720/0 3 075% 1 041% 673%
その他 425 10680/0 1325°/。 2327% 535 11570/。

合計 3978 400 245

番号 項 目
0床 1～299床 300-499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比 率 回 答 数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

l 大学病院 0 000% 0860/。 6 134% 27920/。 106 330%
2 大学病院の分院 0 000% 045% 223°/。 7 2470/O 087%
3 国立病院機構・医療センター 0 000% 074% 1049% 601°/。 256%
4 公立・自治体病院 3 882% 1367% 2790% 28270/0 1690%
5 社会保険関連病院 3 882% 143% 335% 212% 184%
医療法人関連病院 4 1176% 1439 5890% 3237% 1378°/。 1627 5072%
個人病院 3 882% 334 1367% 223% 1410/0 1094%
その他 6176°/。 1027% 2009% 1802% 413 1287%

合計 2443 448 3208



3都道府県別回答施設

【平成 17年

4血液製剤使用の有無

【平成 17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

平成 7年
No 名称 施設数 No 名称 施設数 No 名 称 施設数 No 名称 施設数 No 名称 施設数
01 北海道 386 l 埼玉県 岐阜県 鳥取県 佐賀県 50
02 青森県 2 千葉県 静岡県 89 島根県 30 長崎県
岩手県 58 3 東京都 368 愛知県 170 岡山県 熊本県
官城県 4 神奈川県 172 二重県 広島県 125 大分県 79
秋田県 5 新潟県 70 滋賀県 42 山口県 宮崎県 67
山形県 6 富山県 京都府 100 徳島県 鹿児島県
福島県 7 石川県 大阪府 281 香川県 沖縄県
茨城県 8 福井県 兵庫県 203 愛媛県
栃木県 山梨県 奈良県 高知県
群馬県 長野県 和歌山県 福岡県 合 計

【2008年 】
No 名称 施設数 No 名称 施設数 No 名称 施設数 No 名 称 施設数 No 名称 施設数
北海道 180 埼玉県 岐阜県 鳥取県 佐賀県
青森県 48 千葉県 1∞ 静岡県 島根県 長崎県
岩手県 東京都 愛知県 岡山県 熊本県
宮城県 神奈川県 二重県 43 広島県 大分県
秋田県 新潟県 滋賀県 山口県 50 宮崎県
山形県 富山県 京都府 徳島県 鹿児島県
福島県 石川県 大阪府 185 香川県 沖縄県
茨城県 54 福井県 兵庫県 160 愛媛県

09 栃木県 山梨県 奈良県 高知県
群馬県 長野県 和歌山県 30 福岡県 合計 3208

平成 17年

番 号 項 目
0床 1～ 299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 日 答 数 比率
1 は し 9155°/。 9900% 10000% 92650/0
2 いいえ 845% 1000/。 0 000% 7350/。

合 計 3978

【2008年 1

番 号 項 目
0床 1～299床 300～ 499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回 答 数 比 率 回答数 比率

1 は し 0 000% 2110 8637% 98660/. 10000% 8837%
2 いいえ 10000% 1363% 134% 000% 1163%

合 計 2443 283 3208



【平成17年革と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
これ以降は 17年度血液製剤の使用実績有り(4283施設)と
2008年度血液製剤の使用実績有り(2835施設)のデータ比較になります。

【平成 17年製剤別使用量】               ´

製剤別血液製剤使用量 (単位)
項 目 施設数 最小 最大 平均 合計値 標準偏差

赤血球製剤/単位

1-299床 3519 006 35530 12503172 61997
300～499床 500 12458 218345 8602800 162005
500床以上 244 24214 633165 15449230 380581
全体 4157 006 24214 87986 36555202 188667

血小板製剤/単位

1～299j末 2114 004 8810 21133 4467494 50691
300～ 499」末 480 17148 130519 4907528 173647
5CЮ床以上 238 4∞ 27978 476782 11347408 460735
全体 004 75962 20722430 203343

新鮮凍結血漿/単位

1-299床 2079 010 53245 42392 8813238 165239
300～ 499J末 376 900 26100 305790 11497720 406875
500床以上 2000 148275 1419413 33923980 1375667
全体 2694 010 148275 201318 603387

アルブミン製剤/g

1-299床 51575 282476 85703867 464576
300～499床 377 2000 466650 1726004 65070367 2723472
5∞床以上 237 5∞ 369006 5154828 122169421 4579932
全体 3648 030 466650 748199 272943155 19602191

免疫グロブリン製剤/を

1～299f末 2429 002 8244 27029 6565337 50140
300～499床 250 61119 155182 5679656 338066
500床以上 232 500 473870 11109778 430576
全体 3027 002 61119 77155 23354771 212324

【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
【2008年製剤別使用量】

*アルブミン製剤 (血漿蛋白製剤も含む)、 免疫グロプリン製剤はgに換算し記入して下さい
*FFP― LR lは 1.5単位、FF卜し賠2は 3単位として計算して下さい       *自 己血は赤血球成分を単位数に換算して記入下さい

製剤別血液製剤使用量 (単位 )
項 目 施設数 最 4 最大 平 均 合計値 標準偏差

赤血球製剤/単位

1-299床 1818 2 41954 55671
300～ 499床 17860 211728 882906 183730
500床以上 22922 667571 1795766 410451
全体 2 22922 137436 3441392 252278

血小板製剤/単位

1-299床 1205 1 58280 50757 611624 219171
30Kl-499∫末 4 31815 288974 1147228 422936
500床以上 5 134755 1391572 3715498 1355711
全体 1 134755 292907 5474350 735500

新鮮凍結血漿/単位

1‐ヤ299床 1 73395 22019 2287723 50757
300～499J末 387 25243 116792 4519846 208373
50Ю 床以上 227420 448526 11482257 399088
全体 1682 l 252430 108739 18289826 240765

アルブ ミン製剤/g

1～299床 1481 1205125 276844 41000525 530125
300～ 499」末 1292032 46642364 1253758
5CЮ 床以上 375 4049450 4355980 104979112 4451295
全体 4049450 924734 192622001 2107230

免疫グロブリン製剤/を

1-299床 1047 69500 30151 3156834 58838
3(Ю～499床 279 144044 4018837 277320
500床以上 375 876540 514131 8894471 743302
全 体 1499 16070142 321952



病床数あたりの製

…

利別血液製斉J使用量■病床数)
項 目 施設数 最小 最大 平均 合計値 標準偏差

赤血球製剤/単位

1～299床 3519 00004 3958333 35740 125770307 86764
300～ 499床 394 00144 58168 22918112 40116
500床以上 00189 335840 21639162 40612
全体 4157 00004 3958333 40974 170327581 82498

血小板製剤/単位

l-299床 2114 0∞07 1500000 17416 36817488 54315
300～ 499床 00121 420294 34631 13021106 44475
5∞ 床以上 00066 431400 64184 15275821 54161
全体 2728 00007 1500000 65114415 54799

新鮮凍結血漿/単位

1～ 299床 00007 3528889 34383 71482566 126588
800-499床 0_0226 651290 79783 29998505 104087
5CXl床 以上 239 00300 2517402 195938 46829222 195332
全体 2694 00007 3528889 55052 148310293 139364

アルブミン製剤/g

l-299床 00050 6912333 277634 842341612 450402
300^シ 499床 377 00546 11637157 461177 173863756 692039
5∞ 床以上 00099 5515777 711132 1685318305 562490
全 脅 O CЮ50 11637157 324765 1184743673 502027

免疫グ甲ブリン製剤/g

1-299床 2429 00002 791854 25104 60978828 43861
300-‐ 499床 366 00071 1524165 41455 15172569 85494
500床以上 232 622775 65586 15215913 55142
全体 00002 1524165 30184 91367310 52816

【平成 17年度病床数あたりの製剤使用量】

【2008年病床数あたりの製剤使用量】

【平成 17年度と2008年輸血業務・ュ液製剤年間使用量調査比較】

|

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】   |

病床数あたりの製剤別血液製剤使用量 (単位)
(計算式 :製剤別血液製剤使用量■病床数)

項 施設数 最小 最大 平均 合 計値 標準偏差

赤血球製剤/単位

l-299床 1818 00071 528000 31087 56515315 36423
3CXl-499床 00051 538230 56740 23660573 48138
5∞ 床以上 00204 319380 93567 25169642 45118
全 体 00051 538230 42071 105345530 414437

血小板製剤/単位

1-299床 1205 00087 3401667 34026 41001886 152231
300-499床 00098 1026290 76030 30183928 112829
500床以上 00069 2142369 192002 51264405 181497
全体 00069 3401667 65516 122450219 15:8985

新鮮凍結血漿/単位

1～299床 319109 13959 14503074 29740
300～ 499ル末 00133 66913 31133 12048325 55828
50Cl床 以 上 00034 237887 60229 15418730 42519
全体 1682 O CX134 66913 24953 41970129 42533

アルブミン製剤/g

1-299床 1481 00004 8034167 198971 294675651 334896
300～ 499f末 00094 2637167 349422 126141522 336182
500床以上 00375 5464845 590014 142193328 539707
全体 2083 00004 8034167 270288 563010501 386500

免疫グ甲ブリン製剤/g

1～ 299床 1047 00X104 1053571 22328 2337701 55375
300～499床 O o129 943502 38157 67412
500床以上 00616 1082148 68181 11795228 89892
全体 1499 00004 1082148 30566 45818104 4295

10



病院種別血液製剤使用量(1床当たりの単位数)

都道府県別濃厚赤血球使用量(1床当たりの単位数 )

【

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平戌17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

平成 17年
番

号 項 目
施設数
合計

病床数

合計

赤血球濃厚液

(単位)

新鮮凍結血漿

(単位 )

血小板濃厚液

(単位 )

アルブ ミン製剤

(「 )

免疫グロブリン

製剤 (賃 )
1 国 72820 65001 58916 149966 591961 52289
2 公的医療機関 9C16 209537 60617 29647 100547 432619 37482
3 社会保険関連団体 89 23709 5.7974 27759 87565 437658 40824
4 医療法人関連団体 2580 241234 37817 15282 25894 243549 18360
5 個人病院 19957 24921 07805 16275 17.0311 10855
6 その他 118550 68542 48246 11_4709 562288 51285

【2008年 】
番

号
項 目

施設数
合計

病床数

合計

赤血球濃厚液

(単位 )

新鮮凍結血漿
(単位)

血小板濃厚液

(単位 )

アルブミン製斉」

(g)

免疫グロブリン

製剤 (g)
l 大学病院 71304 108279 88360 247250 767577 73523
2 大学病院の分院 28 9577 93253 58332 147534 522701 43227
3 国立病院機構・医療センタ 31144 46178 87085 189058 14283
4 公立・ 目治体病院 542 142150 61052 27290 100521 288745 26479
社会保険関連病院 16020 55503 25999 73269 289000 13055
医療法人関連病院 1627 250062 32241 13575 27373 182038 12382

7 個人病院 35867 23518 09275 11143 120872 10019
その他 101670 57892 26102 101121 309491 24982

平成 17年
No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量
北海道 48529 1 埼玉県 62972 岐阜県 69746 鳥取県 41286 佐賀県 41049
青森県 48874 2 千葉県 69401 静岡県 51641 島根県 29179 長崎県 50154
岩手県 43676 3 東京都 64862 愛知県 56977 岡山県 熊本県 51159
宮城県 54813 4 神奈川県 62232 二重県 52645 広島県 55174 大分県 26780
秋 田県 54398 5 新潟県 39742 滋賀県 50175 山口県 50259 宮崎県 36955

06 山形県 46426 6 富山県 41691 京都府 49254 徳島県 31684 鹿児島県 43627
福島県 54434 7 石川県 37101 大阪府 61426 香川県 50624 沖縄県 65727
茨城県 46716 8 福井県 54997 兵庫県 46029 愛媛県 52222
栃木県 55380 9 山梨県 33901 奈良県 58833 高知県 39162
群馬県 59366 長野県 47225 和歌山県 47922 40 福岡県 46371

2008年

No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名 称 使用量
北海道 45754 埼玉県 53813 岐阜県 48496 鳥取県 37344 佐賀県 31222
青森県 48353 千葉県 71726 静岡県 57391 島根県 39655 長崎県 50399
岩手県 35843 東京都 67508 愛知県 62416 岡山県 45568 熊本県 54377
官城県 44841 神奈川県 58828 二重県 48268 広島県 61112 大分県 41197
秋田県 39612 新潟県 52899 滋賀県 40539 山口県 38511 宮崎県 45685
山形県 43835 富山県 4.4513 京都府 56169 徳島県 43509 鹿児島県
福島県 49833 石川県 41790 大阪府 59569 香川県 39843 沖縄県 67150

08 茨城県 58258 福井県 42786 兵庫県 50253 愛媛県 48476
栃木県 5,7412 山梨県 5_2878 奈良県 42722 高知県 24187
群馬県 44745 長野県 39188 和歌山県 56107 福岡県 46364



平成17年 濃厚赤血球使用量の多い順
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【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
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【平成 17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較:

濃厚赤血球使用量
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都道府県別新鮮凍結血漿使用量(1床当たりの単位数)

薔1重

【平成 17年度と2C108年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
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平成 17年
No 名称 使用量 No 名称 :用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量
01 北海道 2.7468 埼玉県 3.76∞ 岐阜県 2.5164 ♭取県 2.5781 41 佐賀県 1.6844
υ 青森県 1.9518 千葉県 5.1971 静岡県 2.0844 32 1根県 1.3769 長崎県 1.9644
岩手県 1.9850 東京都 41930 愛知県 .3.∞ 86 33 岡山県 3.6519 熊本県 4.4199

04 官城県 3.7263 神奈メ1!県 3.5050 24 二重県 1.9757 広島県 3.3586 44 大分県 0.5373
05 秋田県 3.3355 新潟県 1.6529 滋賀県 2.8807 山口県 3.4442 宮崎県 2.6408

“

山形県 1.6333 富山県 1.2616 26 京都府 3.2363 36 徳島県 1.7783 46 鹿児島県 2.6039
07 福島県 3.2824 石川県 1.9358 大阪府 3.6387 香川県 2.9156 沖縄県 5.5111
08 茨城県 22274 福井県 ‐24097 28 兵庫県 2.1128 38 愛媛県 3.8565
C19 栃木県 28350 山梨県 1.4412 奈良県 32947 39 高知県 0.9628
10 群馬県 3.3486 長野県 2.5253 30 和歌山県 3.3379 40 福岡県 21797

【20081F】

No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量
01 北海道 24308 埼玉県 2.7210 岐阜県 2.5844 鳥取県 1.6247 佐賀県 1.0634
02 青森県 2.0729 千葉県 4.9214

"
静岡県 2.3521 島根県 1.2958 長崎県 1.9904

03 岩手県 1.1166 東京都 4.2233 愛知県 3.2782 岡山県 2.6592 熊本県 3.0874
宮城県 l.9196 神奈りII県 31945 二重県 2.1462 34 広島県 2.9715 44 大分県 1.9521

05 秋田県 l_5549 新潟県 2.3685 滋賀県 2.6686 山口県 2.2174 45 宮崎県 2.7197

“

山形県 15900 富山県 1.7538 京都府 3.1382 36 徳島県 1.9219 46 鹿児島県 1.7993
07 福島県 2_3160 石川県 1.8171 27 大阪府 3.3807 37 香り|1県 L4399 沖縄県 4.4120
08 茨城県 2.7509 福井県 1.2339 兵庫県 2.7940 38 愛媛県 2.5658
∞ 栃木県 38808 山梨県 2.9715 奈良県 3.3740 39 高知県 1.8150
10 群馬県 24275 長野県 15229 和歌山県 438071 40 福岡県 2.0372

平成17年 新鮮凍結血漿使用量の多い順

34110 9



2008年 新鮮凍結血漿使用量の多い順

【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成17年度と2KX18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
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【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

■使用量差(2008年 一平成17年)
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【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

新鮮凍結血漿使用量
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都道府県別血小板濃厚液使用量(1床当たりの単位数)

【平成

【平成17年度と2∝8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

17年

No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量
01 北海道 8.1875 埼玉県 7.3026 21 岐阜県 6.7679 鳥取県 6.4949 ヒ賀県 4.3020
02 青森県 6.3698 千葉県 9.2771 静岡県 8.8516 32 島根県 4.8898 長崎県 5.0875
03 岩手県 9.3931 東京都 10.7315 愛知県 105822 岡山県 8.3982 熊本県 4.9279
04 宮城県 98529 神奈り|1県 10_3444 二重県 8.0827 34 広島県 15.2624 大分県 2.5416
05 秋田県 11.7647 新潟県 7.3744 滋賀県 82073 山口県 5.7421 宮崎県 4.8145

“

山形県 4.9100 富山県 7.6804 京都府 7.2969 36 徳島県 2.4698 46 鹿児島県 4.1065
07 福島県 6.7987 石り!!県 5.4142 大阪府 8.6297 香川県 5.8892 沖縄県 8.4279
08 茨城県 6.5548 福井県 9.3801 兵庫県 4.9424 38 愛媛県 7.9126
09 栃木県 88090 山梨県 2.8587 奈良県 9.3956 高知県 2.5074
10 群馬県 8.2663 20 長野県 6.3132 和歌山県 6.6189 40 福岡県 5.7609

2CX18年

No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量
01 北海道 9.4698 埼玉県 63062 岐阜県 5.7835 鳥取県 5.8825 佐賀県 2.8412
02 青森県 614280 千葉県 9.7327 静岡県 6.1253 島根県 7.8998 長崎県 8.2392
03 岩手県 3.9020 東京都 12.0753 愛知県 10.9718 岡山県 7.0290 43 熊本県 85425
04 宮城県 5.4924 神奈メ|1県 10.2391 二重県 8.9902 広島県 18.3865 44 大分県 49271
05 秋田県 5.6321 新潟県 11.5890 滋賀県 7.0863 山口県 4.1800 宮崎県 84188
06 山形県 4.7352 富山県 8.2184 京都府 10.1894 36 徳島県 5.2519 鹿児島県 2.9537
07 福島県 56099 石川県 6.9829 大阪府 9.5070 香川県 4.2583 沖縄県 99146
08 茨城県 10:3182 福井県 6.5466 28 兵庫県 7.1317 38 愛媛県 5.8358
09 栃木県 10.1003 山梨県 6.1742 奈良県 55868 高知県 2.0261
10 群馬県 74365 長野県 40842 和歌山県 7.8967 40 福岡県 6.4085

平成17年 血小板濃厚液使用量の多い順
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血小板濃厚液使用量 年度比較―増減

■使用量差(2008年 一平成17年)
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【平成17年度と2∞8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2CX18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較l
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都道府県別アルブミン製剤使用量(1床当たりのg数 )
【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2u18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年 1
No 名 称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 NO 名称 使用量
01 北海道 43.7014 埼玉県 41.7428 岐阜県 30.5854 鳥取県 32.6627 佐賀県 25.7189
02 青森県 32.7778 千葉県 51.9531 静岡県 27.5361 島根県 16.9028 長崎県 41.5859
03 岩手県 25.5323 東京都 52.2528 愛知県 33.5200 33 岡山県 50.6575 熊本県 64.7044
04 宮城県 31.4697 神奈川県 331537 二重 県 45.0960 広島県 47.2248 44 大分県 13.9251
05 秋田県 342637 新潟県 269086 滋賀県 60.8750 山口県 28.3404 宮崎県 26_0857
06 山形県 28.4962 6 富山県 18.3698 京都府 55.6035 徳島県 22.1657 鹿児島県 28_5517
07 福島県 305138 7 石川県 26.9749 大阪府 48.8659 香川県 453603 沖縄県 49.1259
08 茨城県 22.2028 福井県 45.0564 兵庫県 26.3316 38 愛媛県 72.8428
K19 栃木県 386123 9 山梨県 288313 奈良県 63.8987 高知県 11.3035
10 群馬県 551810 20 長野県 86.0246 311 和歌山県 522450 40 福岡県 337166

【2008年 1
No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量 N0 名称 使用量
01 北海道 320713 埼玉県 27.1808 岐阜県 282133 鳥取県 26.9815 佐賀県 13.5524
02 青森県 24.3723 千葉県 27.4664 静岡県 23.7486 島根県 24.3895 長崎県 48_2612
03 岩手県 94597 東京都 35.4406 愛知県 247595 岡山県 34.4059 熊本県 508865
04 宮城県 232529 神奈川県 295346 二重県 18.5571 34 広島県 39.2457 大分県 18.8684
05 秋田県 217075 新潟県 26.8600 滋賀県 42.6207 山口県 15.3526 宮崎県 12.9019

“

山形県 16_2112 富山県 17.6818 京都府 45.9826 徳島県 86.4372 鹿児島県 20.0228
07 福島県 27_0714 石川県 12.1254 大阪府 39.4257 香川県 15.4290 47 沖縄県 22.7490
08 茨城県 27.5525 福井県 23.6666 兵庫県 25.8795 38 愛媛県 34.7478
栃木県 39.9477 山梨県 25.9335 奈 良 県 31.4431 高知県 13.1573
群馬県 30.8454 長野県 16_4467 和歌山県 33.0756 40 福岡県 31.8224

平成17年 アルプミン製剤使用量の多い順
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2008年 アルブミン製剤使用量の多い順

【平成17年度と2∞8年輸血業務。血液製剤年間使用量調査比較】

【平成17年度と2CX18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
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アルブミン製剤使用量

都道府県別免疫グロプリン製剤使用量(1床 当たりのg数 )

【平成 17年度と20∞ 年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2∞1年輸血業務‐血液製剤年間使用量調査比較】
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平成 17年
No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名 称 使用量 No 名称 使用量 No 名称 使用量
01 北海道 4.2473 埼玉県 4.2979 岐阜県 4.8220 鳥取県 2.9010 佐賀県 1.1109
02 青森県 3.3271 千葉県 38315 静岡県 2.9447 32 島根県 1.5148 長崎県 1.8341
03 岩手県 3.17∞ 東京都 4.8379 愛知県 3.7996 33 岡山県 2.8620 熊本県 1.5136
04 官城県 3.6189 神奈川県 二重県 6.5298 広島県 4.0546 大分県 0.9220
05 秋田県 31414 新潟県 22778 滋賀県 44637 山口県 1.4276 宮崎県 1.7643

“

山形県 1.9440 富山県 3.2799 京都府 43301 徳島県 2.9923 鹿児島県 30240
07 福島県 2.6353 石川県 2.6010 大阪府 38277 香川県 2.4287 沖縄県 25036
08 茨城県 2.7668 福井県 4.1054 28 兵庫県 22111 愛媛県 4.8596
09 栃木県 3.6193 山梨県 29796 奈良県 4.9166 高知県 0.8206
10 群馬県 3.9446 長野県 2.5632 和歌山県 2.5987 福岡県 1.9430

【2008年 1
No 名称 使用量 No 名称 使用量 No 名 称 使用量 No 名 称 使用量 NO 名称 使用量
01 北海道 2.3117 埼玉県 3.1334 岐阜県 32294 鳥取県 0.9837 佐賀県 1.9752
青森県 3.9590 千葉県 2.4669 静岡県 1_1185 島根県 1.2652 長崎県 1.8218
岩手県 1.2470 東京都 3.2123 愛知県 3.2742 岡山県 0.3996 熊本県 1.6171

04 宮城県 2.0656 神奈川県 16898 二重県 1.2406 広島県 3.2935 大分県 0:3894
05 秋田県 17575 新潟県 7.4113 滋賀県 2.9729 山口県 1.0052 宮崎県 2.5945
06 山形県 1.5029 富山県 1.7964 京都府 2.9663 徳島県 4.6998 46 鹿児島県 0.8791
福島県 2.3353 石川県 15767 大阪府 2.6849 香川県 09320 沖縄県 6.9286

08 茨城県 2.2164 福井県 2.5308 28 兵庫県 16329 愛媛県 34850
∞ 栃木県 2_7842 山梨県 1.9274 奈良県 31341 高知県 0.2510
10 群馬県 2.4338 長野県 10808 和歌山県 3_4006 福岡県 1.9348



平成17年 免疫グロプリン製剤使用量の多い順
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⌒ 免疫グロプリン製剤使用量年度比較一増減

【平成 17年度と20K18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

免疫グロプリン製剤使用量
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間1  輸血業務の一元管理の有無

【2008年 15輸血検査・輸血用血液を同一部署で一元管理する体制が

問1-2-元 管理の有無と赤血球濃厚液の使用量(1床当たりの単位数)との関連

【平成 17年 1

【2008

問1-3-元 管理の有無と新鮮凍結血漿の使用量(1床当たりの単位数)との関連

【平成

【2008年】

問1-4輸血業務はどの部門で行われていますか ?

【平成 17年 1

【2008年 14輸血業務(製剤管理と輸血検査)の管理部門はどこですか】

【平成 17年度と2KX18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年】

番 号 項 目
1～299′末 300～499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回 答 数 比率 回答数 比 率
l は い 1474 4201% 275 7088% 204 8608% 1953 4724%
いいえ 2035 5799% 2912% 1392% 2181 5276%

合計 3509 388 237 4134

う とられています

番号 項 目
1～299床 300-499床 500床以上 全体
回答数 比 率 回答数 比率 回 答 数 比率 回答数 比 率

1 =元管理している 1404 6816% 8988% 9568°/● 7427%
一元管理できてない 3184% 10120/。 432°/● 2573%

合 計 2060 425 2763

番 号 回答 1-299床 300～ 499床 500床以上 全体
1 は し 42628 6_3598 97479 67186
2 いいえ 30709 48583 5_2558 35776

施設数 3509 388 237 4134
年

番号 回 答 1-299床 300～ 499床 500床以上 全体
1 ―元管理している 31934 59435 95677 62594
2 ―元管理できてない 2_2717 25906 29793 23792

施設数 2060 425 278 2763

17年

番 号 回答 1～299床 3013-499床 500床以上 全体
1 は い 15306 36338 72357 40655
い い ジc 10992 27309 33507 15845

施設数 3509 388 4134

番号 回 答 1-299床 300-499床 5∞ 床以上 全体
1 一元管理 している 09888 30778 61376 34287
一元管理できてなし 06073 10242 1_4356 07401

施設数 2060 425 278 2763

平成 17年 複

番号 項 目
1～ 299床 300-499床 500床以上 全 体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

輸血部 (室)又は検査部 (室 ) 1372 3652% 49270/0 5079% 1505 3739%
薬剤部 1458 3881% 4537% 41270/0 1577 3918%
病棟 674 1794% 7 341% 476% 684 1699%
手術室 261% 195% l 159% 246%
その他 413% 000% 1 159°/。 398%

回答施設合計 2018 2163

番号 項 目
1～ 299床 300-499床 500床 以 上 全体
回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率

l 輸血部門 294% 1569% 5540% 282 1015%
検査部門 3973% 255 5972% 98 3525% 1177 42‐35%
薬剤部門 235 1133% 234% 1 036% 246 885%

4 検査部門と薬剤部門 3925% 2225% 863% 3357%
5 その他 675% 0 0∞% 1 036% 507%

合計 2074 427 278 2779



【2008年 16輸血用血液を管理され

問2  血漿分画製剤の管理は

【2008年 17アルブミン製剤を管理している部門は,

問3  血漿分画製剤のデータは輸血部門と共有していますか

【2008年 18.アルブミン製剤の使用状況を輸血部門が把握していますが】

間4-1輸血責任医師の任命について

【17年度】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

ている部門は

番 号 項 目
1～ 299床 300～ 499′末 500床以上 全体
回答数 比率 回 答 数 比率 回答数 比 率 回答数 比率

1 輸血部門 306% 16940/。 5652% 1055%
検査部門 1231 5982% 7365% 3877% 1651 5984%
薬剤部 Fl 2420% 753% 435% 542 19:64%
硬食樹SFヨ とうさnll罰

`Fり
5200/0 188% 000% 417%

その他 773% O CX10/。 1 036% 580%
合計 2058

17年度 複数選択

番 号 項 目
1-299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率
輸血部 (室)又は検査部 (室 ) 305% 6 151% 280°/0 290%

b 8549% 9673°/o 9480% 8702°/s
945% 3 075% 080% 819%

d 手術室 090°/。 2 050% 1 0400/0 083%
その他 111% 2 050°/。 3 1209る 106%

回答施設合計 3473 390 4108

番 号 項 目
1～299床 300-499床 500床以上 全体
回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

1 輸血部門 108% 261% 1434% 267%
検査部門 330% 664% 17 609°/。 112 410%

3 薬剤部門 1846 9085% 8460% 7348% 2408 8808%
検査部門と薬剤部門 167% 592% 466°/0 263°/。
その他 310% l 024% 1430/0 252%

合計 2032 279

【17年度】

番 号 項 目
1-299床 300～ 499∫末 500床以 全体

回 答 数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率
1 は レ 826 2526% 42519` 4672% 28200/0
2 いいえ 2444 7474% 5749% 5328% 2781 7180%

合言「 3270 229

番 号 項 目
1-299床 300～ 499床 50Cl床 以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回 答 数 上ヒヨ「
1 把握 している 1218 6224% 325 7701% 8809% 1787 6728%
把握 していなし 3776°/。 2299% 1191% 32720/。

合 計 1957 422 277 2656

番 号 項 目
1-299床 300-499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回 答 数 比率 回答数 比 率
1 は い 1484 41270/o 306 7786°/。 8811°/。 2005 47370/0
いいえ 2112 5873% 2214% 1189% 2228 5263%

合計 3596 4233

問4● 2輸血責任医師の専任と兼任について

【17年度】

番号 項 目
1～299床 300-499床 5k10床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率
専任である 461% 232% 2651% 663%
兼任である 1407 9539% 9768% 158 7349% 9337%

合計 1475 302 1992



【力08年 19輸血責任医師(輸血業務担当

問4-3輸 血責任医師の所属は

【17年度データ無し】

問4-4輸 血責任医師は日本輸血学会認定医ですか

問5-1輸 血担当検査技師について

【17年度】輸血担当技師はいますか

問5-2輸血担当技師の専任と兼任について

【17年度】

【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成17年度と20C18年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
や責任者として病院等から任命されている医師)はいますか

番 号 項 目
1-299床 300-499′木 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率

1 いる (専任) 198% 542% 3441% 5_78%
いる (兼任 ) 5126% 7830% 6057% 5634%
いなレ 46:76% 1627% 502% 3788°/0

合 計 2066 2769

2008年 1-10、 輸血貢任医師 (専任、末任 )の現在の所属診療科は何科ですか 複数回答

番 号 項 目
1～ 299床 300～ 499J末 5CICl床 以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

1 輸血部 (科 ) 074% 5 143% 2917% 532°/。

検査部 (科 ) 195% 771% 9.47% 431%
3 消化器内科 1150% 714% 2、65% 922%
循環器内科 714% 343°/。 4 152% 550°/。

呼吸器内科 241% 3 086% 1 038% 177%
血液内科 742% 2486°/。 4848°/。 295 1743%
その他内科 2291% 686% 530% 1684%
小 児 科 102% 7 2∞% 5 189% 136%
消化器外科 176 1633% 1086% 5 189% 1294%
心臓血管外科 223% 486% 455% 313%
呼吸器外科 083% 9 257% 3 114% 124%
その他外科 1633% 1057% 6 227% 1294%
整形外科 835% 629% 6 227°/。 697%
泌尿器科 325% 314% 4 152% 2720/.

産婦人科 334% 371% 530% 313%
麻酔科・救急科・集中治療科 779% 1143% 8 303% 816%
その他 ３６

一
334% 371% 2917% 3370/。

回 答 計

17年度

番号 項 目
1～ 299床 300～ 499床 500床以 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率
は し 157°/。 17 574% 3524% 592%
いいえ 9843% 9426% 6476% 1797 9408%

合 計 296

【2008年 111 輸血責任医師(専任、兼任)は】

番号 項 目
1ヽ 299床 30 ～ゝ499床 5KXl床 以上 全体

回答数 ルヒ呂「 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

l 全員が日本輸血・細胞治療学会認定医である 108% 350% 28740/0 5940/0
一部の者が認定医である 088% 117% 11020/0 254%
全員日本輸血・細胞治療学会認定医ではなし 9804% 9534% 6024% 9152%

合 計

番号 項 目
1-299床 300～ 499床 500床以上 全 体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 Lヒヨ

`

回答数 比 率

1 は し 2197 6067% 9293% 9549°/。 2798 6567%
2 いいえ 3933% 707% 451% 3433°/o

合計 4261

番号 項 目
1～299床 3∞-499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

専任である 4160/。 2940% 172 7382% 370 1329%
b 兼任である 2096 9584% 7060% 26_18% 8671%

合計 2187 364 2784



間5-3技師数は

【17年度】

【2008年 115「輸血

を実施している臨床検査技師数(1日 平均)】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

問5-4認定輸血検査技師ですか ?

【17年度】

生を担当し責任を持つ臨床検査技師「輸血担当技師Jは

番 号 項 目
1-299床 300-499床 500床以上 全体
回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率

l いる (専任) 5190/。 4133% 78.26% 486 1907%
2 いる (兼任) 1341 7245% 234 5558% 2029% 1631 6401°/。
いなし 2237% 309% 4 145% 1692%

合計 1851 2548

番 号 項 目
l-299床 300′ヽ499床 5∞ 床以上 全体
回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率

a 1 ノヘヽ 603 27620/。 2210% 8239` 702 2529%
b 優 徴 1580 7238% 282 77.900/0 9177% 2074 7471%

合 計 2183 2776

人数
専任 兼任

1～ 299床 300-499J末 500床以上 全体 1-299J木 300-499床 500床以上 全体
0:0人 240

01～ 10人
1148

11-20メ、 126
21～ 30メ、
31～ 40メ、
41-50メ、 I 9
511～60A

1
61-70メこ 6 1
71-80メ、 3 1
81-90人

l 1

91～ 100メ、
1 1

Zυ υノハヽ 5 5 1

20人以上 1 l 1 1
施設数 217 337 2144

人数
非常勤

1-299床 300～499床 5∞ 床以上 全体

00人
01～ 10人
11～ 20人 2 7

21-30人
l

31～40メ、 1 1

4 1～ 50人 ■r●

51-60メ、 1 l

61-70メ、
70人以上 1 1

施設数

番 号 項 目
1-299床 300-499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

全員が認定技師である 093°/。 523% 603% 194%
一部の者が認定技師である 458°/。 3306% 6853% 377 1378%
全員認定技師ではない 2022 94490/。 6171% 2543% 8428%

合 計 2140 232 2735

l 型 当 日本輸血・細胞治療学会認定技師ですか】

番号 項 目
1-299床 30Xl-499床 5∞ 床以上 全体

回答 数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

l 全員が認定技師である 091% 665% 554% 262%
一部の者が認定技師である 4420/。 135 3325% 6937% 386 1836%
全員認定技師ではなし 1349 9467% 6010°/0 2509% 1661 7902%

合 計 1425 406 2102



【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
問5-5専門性を考慮し、技師の人事異動を最小限にする配慮をしていますか。

【17年度】

番 号 項 目
1～ 299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率
は い 6579% 7205% 7523% 1722 6745%

b いいえ 3421% 2795% 2477% 3255%
合計 2553

の 小限にする西こ慮をしていま

番 号 項 目
1～299床 3∞～499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率

1 は ヽ 4469°/。 6377% 7239% 18%
2 いいえ 5531% 3623% 2761% 48820/0

合計 268 2329

問6  「担当技師」による輸血検査は24時間対応できる体制を取つていますか。

【17年度】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較 I
問7  「担当技師」、「責任医師」等の活動にっいて、おf司いします。
問7-2 医療機関関係者は「輸血責任医師」および「輸血担当技師」が指摘する輸血医療に関する発言等を尊重するように、院内のコンセンサスの確保に努めています

か 。

【17年度】

番 号 項 目
1～ 299床 300～ 499J末 500床 以上 全体

回答数 比 率 回答数 ナヒニr 回答数 上ヒヨこ 回答数 比 率

は し 2155 7395% 327 8838% 8522% 7621%
いいえ 759 2605°/。 1162°/0 1478% 2379%

合計 2914 3514

【2008年 119】

番 号 項 目
1^し299床 300^ウ499床 500床以上
回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率

1 は い 6092% 7194% 7707% 64659`
いいえ 3908% 2806°/。 2298% 35350/0

合計 1653 266

問7-3 「輸血担当技師」が、主治医等からの血液発注量が各種指針に準拠せず、多かった場合等に、「輸血責任医師J及び「輸血療法委員会等委員長Jと 協
議し、その結果を踏まえ、「輸血責任医師J又は「輸血担当技師Jが、主治医に対して使用量が多いこと′を指摘し、双方、十分な協議のもと理解を得た
上で改善を促す体制にありますか。

【17年度】

番 号 項 目
1-299床 300～ 499f禾 500床以上 全 体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率
は し 1226 4239% 5409% 6017% 4485%

b いいえ 5761% 4591% 3983% 1934 5515%
合計 2892 236 3507

¨ 血業務の専門性を考慮し、技師の人事異動を最

番 号 項 目
1～ 299床 300-499ル朱 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 上ヒヨこ 回答数 比率 回答数 比 率
1 は い 5963% 329 8479% 8636°/。 2470 6382%
2 いいえ 1308 4037°/0 1521% 1364% 3618%

合計 388 3870

2008年 136夜間・休 日の輸血検査体制について】

番 号 項 目
1～299床 300-499J木 5411Cl床 以上 全 体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率
1 臨床検査技師による日当直体制 965% 7057% 92420/0 2747%
臨床検査技師のオンコール体制 6809% 2584% 5050/。 5515°/。
医師・看護師が担当する体制 925% 2 048% 253% 6960/。

その他 1301% 311% 0 000% 1042%
合 計 277 2716

2008詢 Fl-20

番 号 項 目
1～ 299床 300～ 4995ボ 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率
1 は し 627 3748% 202 5025% 158 5962% 4218%
2 いいえ 1046 6252% 200 49175% 107 4038% 5782%

合計 1673



問8-1院 内に「輸血療法委員会等」を設置していますか。

【2008年 150輸血療法委員会又は同様の機能を持

問8-2委 員長は医療機関管理者又は外科系医師 (麻酔科を含む)ですか。

【17年度】

問8-3委 員会に、輸血が必要な症例の多い診療科の責任者を参画させていますか。

問9  「輸血療法委員会等」の開催頻度はどの程度ですか。

【17年度】

【平成 117年度と2oo8年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【17年度】

番号 項 目
1-299床 300-499床 5CЮ 床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率

1 は し 4204% 365 9241% 9633% 2117 4986%
2 いいえ 2090 5796% 759% 367% 2129 5014%

合計 3606 395

又は同様の機能を持つ委員会はあり すか

番 号 項 目
1～ 299床 300-499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 Lヒ 1` 回答数 比 率

l はい 1319 6501% 9474% 989196 1988 7301%
いいえ 3302°/。 478% 109°/。 693 2545%
その他 197% 2 048% 0 0∞% 154%

合 計 2029 276 2723

番号 項 目
1-299床 30Kl-499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比率 回 答 数 比 率 回答数 比 率

は し 1130 7750% 7257% 6157% 1525 7486%
いいえ 2250% 2743% 3843% 2514%

合計 1458 229 2037

2008年 151輸血療法委員会等の委員長は医療機関管理者又は外科系医師(麻酔科を含む)ですか】

番号 項 目
1～299床 300～499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回 答 数 比 率 回答数 比 率

1 は い 1016 6675% 302 7384% 6374% 1492 6770%
いいえ 3325% 2616% 3626% 712 3230%

合 計 273 2204

17年度

番 号 項 目
1-299床 300～499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率
は い 1183 8349% 9080% 9598% 1714 8617%
いいえ 234 1651% 920°/0 9 402% 1383%

合計 1417 1989

2008年 152輸血療法委員会等の委員会に、輸血が必要な症例の多い診療科の責任者を参画させていますが1

番 号 項 目
1～299床 300-499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

1 Iまい 1044 7035% 8639% 9873% 1647 7629%
え 29650/。 1361°/。 627% 2371%

合計 1484 404 2159

番号 項 目
1～299床 300-499床 5K10床 以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

定期的 (毎週) 063% 0 000% 0 000% 5 043°/。

定期的 (毎月) 3722% 2795% 1837% 385 33020/0
定期的 (年 3～ 4回 ) 299 3785% 5022% 6871% 4417%
定期的 (年 1～ 2回 ) 192 2430% 2183% 1293% 2238%
不定期 3815% 2062% 1505% 3253%

合 計 1297 1771



【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

【2008年 153輸血療法委員会の2008年 (1月 ～12月 )の年間開催回数は】

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較1

問10  「輸血療法委員会等」として、以下の項目で実施しているものに全て0を付けて下さい。。

17年度 破 数 選 llt墳 日

番 号 項 目
1-299床 300-′ 199床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

1

血液製剤 (主に、赤血球製剤、新鮮凍結血漿、アル

ブミン製剤、血小板製剤)の使用状況について、診
療科ごとに比較検討している。

3077% 3673% 172 3419% 1233 32260/0

2

貴施設の管理者の指示のもと、毎月、診療科ごとの

発注量、使用量、廃棄量等を各診療科の長に配布 し、

診療科内に掲示している。

265 999°/0 1139% 9740/0 1020%

3

血液製剤ごとに、月次、年次の使用量の比較・分析

を行 うとともに(「血液製剤の平均的使用量につい

てJ(平成 16年 1 2月 2 7日イ寸け薬食発第 1227001
号各都道府県知事あて厚生労働省医薬食品局長通

知)を活用するなどして、他医療機関と比較検討及
び評価 している。

1531°/o 2024% 2266°/。 655 1714°/0

各種指針 *の 遵守状況について、各科から報告・検

討するとともに、当該医療機関での解決が難 しい場

合、合同輸血療法委員会又は「採血時の欧州滞在歴

に関す る間診の強化及び血液製剤の適正使用の推

進について」 (平成 17年 4月 21日 付け薬食発第
0421∞ 3号 (社 )日 本医師会長等あて厚生労働省医
薬食品局長通知)における別紙連絡先に照会 してい
る。

2340/0 330% 358% 267%

輸血実施症例の検討と使用指針に基づいた評価を行

っている。
1953% 1349% 1451% 1782%

6
必要に応 じて、保険診療での査定状況も症例毎に検

討 している。
585 2206% 1484% 1531% 761 1991%

回答施設合計 1406 322

回数 1～299床 300～ 499床 500床以上 全体

0回 l 192

1回 4 104

2回 7

3回 6

4回

5回 7

6回 229 886

7日 6

8回 5

9回 8

10回

ll回

12回

13回 2

16回 1 1

53回 1 1

59回 l 1

施設数 406 272 2141



【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
【2008年 卜55輸血療法委員会で実施している項目は】  複数回答

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
問11 血液製剤による副作用 (輸血感染症を含む)の報告体制について、該当するもの全てにOを付けて下さい。

【17年度】     複数選択項目

番 号 項 目
1-299床 300-499床 5flCl床 以上 全体

回答数 Lヒ 2F 回 答 数 比 率 回答数 比率 回答数 ルヒコ各

1
病院内、日赤血液センター、厚生労働省のいずれヘ

の報告体制もない。            1 809% 168% 2 034% 667%

2 病院内の報告体制はある。 2754 4908% 4221°/。 225 3769% 4730°/。
3 日赤血液センターヘの報告体制1はある。 3023% 3729% 226 3786% 3171%
4 厚生労働省への報告体制はある。 1260% 1882% 24j12% 1008 1431%

回答施設合計 3500 243

2008年147輸血用血液による副作用の報告システムについて

番号 項 目
1～ 299床 300～ 499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率

1 輸血部門に報告する体制 474% 2643% 164 5964% 1378%
2 薬剤部門に報告する体制 989% 17 405% 6 218% 219 818°/。
3 検査部門に報告する体制 2770% 4881% 3164% 3142°/0
4 輸血療法委員会に報告する体制 2018% 881% 473% 1681%
5 リスクマネジメント委員会等に報告する体制 1201% 286% 1 036% 938%
6 主治医がカルテに記載するのみ 1615% 405% 2 073% 1266%
7 副作用の報告体制がなし 6050/0 333% 2 073% 508°/。
8 その他 328°/。 167% 0 000% 269%

合計 1982 275 2677

番号 項 目
1-299床 300-499床 5∞ 床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率

1
報告のあった症例は原則としてすべてセンターヘ報

告している             ・ 620 34140/0 1481% 735% 701 2804%

2 中等度以上の副作用症例のみ報告 している 3045% 265 6432% 8125% 4156°/。
3 通常はセンターヘ報告していない 3541% 86 2087% 1140% 3040%

合計 272 2500

番号 項 目
1-299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比 率 回 答 数 比 率 回答数 }ヒ暑

^
1

血液製剤 (主に、赤血球製剤、新鮮凍結血漿、アル
ブミン製剤、血小板製剤)の使用状況について、診
療科ごとに比較検討している。

6359% 8015% 242 8930% 70420/。

毎月、診療科ごとの発注量、使用量、廃棄量等を各
診療科の長に配布し、診療科内に掲示している。

2107% 22_65% 2509% 2194%

血液製剤ごとに、月次、年次の使用量の比較・分析
を行 うとともに、他医療機関と比較検討及び評価 し

ている。

2168°/。 37660/。 36900/0 532 2695°/。

各種指針の遵守状況について、各科から報告・検討
するとともに、当該医療機関での解決が難しい場合、
合同輸血療法委員会等に照会している。

817% 992% 1070% 887%

輸血実施症例の検討と使用指針に基づいた評価を行
つている。

386 2947% 2901% 3985% 3080°/。

必要に応 じて、保険診療での査定状況も症例毎に検
討 している。

1710% 2595°/。 3137% 2082%

7

輸血検査 (血液型、不規則抗体、交差適合試験等)
の方法について、輸血の安全性を高めるために適宜
見直している。

572 4366°/0 4656% 54240/。 902 4569%

輸血実施時の手順について、マニュアル通りに実施
されているかどうかを監査している。

4252% 3206% 31∞% 3886%

輸血療法に伴 う事故・副作用等について、各部署毎
の状況を把握 して具体的対策を講 じている。

4565% 5420% 6273% 4970%

輸血関連情報の伝達について、個々の医療従事者ヘ

直接伝達する方法がある。
627 4786% 5013% 5166°/。 964 4883%

自己血輸血の実施方法について、成分採血やフィブ
リン糊の導入を検討したことがある。

2820/0 763°/。 1956% 608%

輸血療法委員会議事録の院内への周知について、特
に医師に周知されたことを確認している。

31370/。 2850% 2841% 600 30400/0

回答施設合計 393 1974

【2008年1-48輸血副作用発生症例を血液センターヘ報告されていますか】



【平成17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

2008年 1-49血漿分画製剤による副作用の報告システムについて

番号 項 目
1-299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

1 輸血部門に報告する体制 248% 5160/0 1343% 104 404%
2 薬剤部門に報告する体制 2698% 205 5037°/。 5448% 863 3354%
3 検査部門に報告する体制 1085% 1302% 522% 273 1061%
4 輸血療法委員会に報告する体制 1681% 614% 373% 1376%
5 リスクマネジメン ト委員会等に報告する体制 222 1170% 369% 7 261% 244 948%
6 主治医がカルテに記載するのみ 1623% 688% 5 187% 1325%
7 副作用の報告体制がなし 985% 1155% 1269% 1042%
その他 511% 319% 597% 490°/0

合 計 1898 2573

問12 輸血感染症の疑いのある症例について、過去の輸血例も含めて、血液製剤による健康被害の防止の観点から、日本赤十字社又は厚生労働省へ報告
していますか。

【17年度】

番 号 項 目
1-299床 300～ 499″末 5CЮ床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率

1 は し 937% 127 3240% 5796% 605 1433°/。

2 いいえ 346% 204% 3 122% 320%
3 今まで該当する症例がなかつた 8717°/0 6556°/。 100 4082% 3482 82470/0

合 計 3585 392 4222

【2008年 196改正薬事法では特定生物由来製品による感染症などの副作用が発生した場合、医療施設は厚生労働省に報告する義務があることが記載され
ていますが、このことに取り組んでいますか】

番 号 項 目
1-299床 300～ 499f木 50Ю 床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回 答 数 比 率 回答数 比 率

1 取 り組んでいる 58280/0 7581% 83580/。 6372°/0

取 り組んでいない 282 1510% 748% 7840/c 333 1313%
現在検討中である 497 2662% 1671% 858% 587 2315%

合計

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】

問 13 血液製剤の適正使用に関する、病院としての取組について該当するのはどれですか。

117年度】

番号 項 目
1-299床 300-499床 50Ю 床以上 全体

回答数 比 率 回 答 数 比 率 回答数 比率 回答数 比 率

1
病院全体での取組はなく、個々の医師にまかされて

いる。
2424 6784°/0 146 3724% 2898% 6273%

2
レセプ ト減点になるものについてのみ、指導 してい

る。
910% 714% 6120/0 368 874%

3
輸血療法委員会等で検討し、病院全体で取り組んで

いる。
2306% 5561°/0 6490% 2853%

合計

2008年 157輸血製剤の適正使用に関する、病院としての取り組みは

番 号 項 目
1-299床 300～ 499床 500床以上 全 体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率

l
輸血療法委員会等で検討 し、病院全体で取り組んで

いる。
3666% 5947°/0 7719% 4428°/。

レセプ ト減点になるものについてのみ、指導 してし

る。
567% 558% 570% 5660/。

病院全体での取組はなく、個々の医師にまかされて

いる。
57670/。 3495% 1711% 1317 5006%

合計 263

14 「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律J及び「薬事法」に基づく医療関係者の責務について、

1 担当医師等の関係者が、特定生物由来製品を使用する際には、原材料に由来する感染のリスク等について、特段の注意を払う必要があること
を、当該関係者は十分認識していると思いますか。

【2∞8年該当項目無し】

2_血液製剤 (血漿分画製剤を含む)の有効性及び安全性その他当該製品の適正な使用のために必要な事項について、担当医師等の関係者が、
患者又はその家族に対し、適切かつ十分な説明を行い、その理解を得る (イ ンフオームド・コンセント)よ うに、努めていると思いますか。

【20C18年該当項目無し】



【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
問 15 平成 17年の厚生労働省通知「血液製剤の使用指針・輸血療法の実施に関する指針」(以下「指針J)の遵守体tllに ついて、該当するものはどれです力、

【17年

番 号 項 目
1-299ι末 300-499床 500床以上 全 体

回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率

1
l指針」の遵守は、個々の医師に任せており、輸血
関連部門への配布はしていない。

837 2354% 720% 369% 874 2087%

輸血関連部門に「指針Jを配布しているが、院内に
周知していない。

1876% 1645% 1025% 18050/0

3
院内の医師、看護師に「指針」を配布し周知してし

るがマニュアルはない。全くしていない
2810% 2057% 2582% 2727%

4
「指針」を院内に周知し、院内の輸血療法マニュア
ルに反映させて実施している。

2959% 217 5578% 147 6025°/0 3381%

合計 3555 389

【2008年 197血液法と改正薬事法の理念および上記の「輸血療法の実施に関する指針と血液製剤の使用指針Jについて、輸血療法委員会を通じて院
内に周知していますかl

番 号 項 目
1～299床 3∞-499床 51pcl床 以上 全体

回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率 回答数 比率
1 内容を含め十分周知 している 3497% 5195% 6903% 41290/0
2 内容まで十分知らせていなし 890 4759% 4146% 2799% 4454°/0
3 金くしていなし 898% 293°/0 0370/0 710%
4 その他 845% 366°/。 261% 706%

合計

【平成 17年度と2008年輸血業務・血液製剤年間使用量調査比較】
問 16 指針」によれば、「 (輸血後肝炎について)、 早期治療を図るため、医師が感染リスクを考慮し、感染が疑われる場合などには、輸血前後の肝炎

ウイルス関連マーカーの検査等を行う  必要があるJと されていますが、この指針の条件に該当する患者に対する検査の実施状況について、該
当するものはどれですか。

17年度

番 号 項 目
1-299床 300-499床 500床以上 全体
回答数 比率 回 答 数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

l ほとんど行っていなし 1325% 1370% 1074% 1314%
部はイ丁つている。 28040/0 5168% 5785% 3195%
ほぼ全ての患者に対して行つている。 2160% 2067% 2479% 908 2170%
該当する症例なし。 3712% 1395% 661% 1390 3321%

合計 387

【2008年 128遡及調査のガイドラインに沿っ 症検査を行らていますか】

番 号 項 目
l-299床 300-499床 500J木以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率

l
輸血前検査として独立して、原則として全ての症例
で行っている 1911°/。 2155°/。 2255% 1984%

2
輸血前検査として独立して、症例によって行つてい
る 582% 775% 1091°/0 664%

3 入院時検査や術前検査と合わせて行っている 1220 6118% 251 6077% 5891% 6089%
4 行つていなし 277 1389% 993% 764% 1264%

合計 1994

【2008年 129遡及調査のガイドラインに沿らて輸血後感染症検査を行なっていますか】

番 号 項目
‐ 1～ 299床 300′

‐‐499床 500床 以上 全体
回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回 答 数 比率

1 県 貝りと して金 て の 圧 例 で行 つて い る 2640% 3338°/。 3444% 737 2831%
2 症例によらて行っている 4538% 4741% 5296% 4648%
行つていない 2822% 78 1926% 1259% 2520%

合 計 2603

58



【平成17年度と2∞8年輸血業務。血液製剤年間使用量調査比較】
間17 厚生労働省通知「血液製剤の平均的使用量について」 (平成16年 12月 27日付薬食発第1227∞ !号各都道府県知事あて厚生労働省医薬食品局長

通知、以下「通知」)について、医療機関管理者にお伺いします。

【17年度】「通知Jを知っていますカ

番号 項 目
1～299床 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比率 回答数 比率

は し 2733 7831% 332 8830% 206 8918% 7984%
いいえ 21.69% 1170% 1082% 826 2016%

合 計 3490

【17年度】「通知Jの周知状況,活用方法について

番 号 項 目
1～ 299"末 300～ 499床 500床以上 全体

回答数 比率 回答数 比率 回答数 比 率 回答数 比 率

院内への周知徹底等の特段の対応はせず、個々の医

師に任せている、
4120% 1651% 1900% 1201 3731%

輸血関連部門には配布 しているが、院内全体への周

知徹底はしていない。
882 3276% 4373% 3950% 1104 3430°/。

院内全体での周知徹底はしている 1542% 1835% 2000% 1600°/0

院内に周知徹底し、輸血療法委員会等で評価・検討

するとともに、院内の輸血療法マニュアルに反映さ
せるなど、活用している。

286 1062% 2141% 2150% 1240%

合計 200 3219

【2∞8年該当項目無し】

18 厚生労働省通知「血液製剤の適正使用推進に係る先進事例等調査結果及び具体的強化方策の提示等についてJ(平成 17年 6月 6日 付各都道府県
衛生主管部 (局 )長あて厚生労働省医  薬食品局血液対策課長通知)を知っていますか。 (医療機関管理者にお伺いします。)

番号 項 目
1-299床 300～ 499床 5CICl床 以上 全体

回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率 回答数 比 率

1 は し 6093% 274 7268% 7759% 6295%
いいえ 3907% 2732% 2241% 3705%

合 計

【2008年該当項目無し】


